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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（２月１７日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　2019 年に入り早くも 1ヶ月が経ちました。昨年は私
にとってチャレンジがとても多く霊的にも訓練を受けた
とても濃い一年でした。なんとなく教会にも慣れ、教会
の家族との関わりを持つ事で神様を知っている気持ちに
なっていたと思います。人間的な関わりに甘えていた自
分が、祈りの中でただ神様だけに関わりを持つほど神様
のことを本当は全然わかっていなかったのだという事に
気づかされ、それでも日々試練と向き合い進んでいくし
かない状況の連続。しかしそのような追い込まれた状況
から、どんな時でも神様が最後に私に見せてくれていた
のは最高の景色でした。「こんな小さい者にも神様は奇
跡を…。」と実感する場面は圧倒的に多かったのです。『こ
れは、わたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。』とて
も優しく、小さく、でもはっきり聞こえた神様の声。そ
の時の私にはこの言葉だけで十分でした。昨年は私に
とって試練と思える状況ばかりだったかもしれません。
だからこそ「祈る」ことしかできなかった中で神様との
垂直の関係を少し知る事ができたのです。祈りによって
学校現場に神様の愛が蒔かれました。祈りによって未来
ある子供の命が救われました。祈りによって諦めかけた
人との和解がありました。そして祈りによって大切な教
会の家族が帰ってきました。神様は、どのような訓練の
中でどれほどの恵みを用意してくれているのでしょう
か。全てが神様の御心のままになりますように。「神の
なさることは、すべて時にかなって美しい。神はまた、
人の心に永遠を与えられた。しかし人は、神が行われる
みわざを、初めから終わりまで見きわめることができな
い。」伝道 3:11
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

エペソ書についてみていきたいと思います。著者パ
ウロはこの手紙を投獄された状態で書きました。使
徒の働きによると、パウロの生涯には少なくとも4
回の入獄体験がありました。①ピリピ（使16：19-40）、
②エルサレム（同21：27-23：30）、③カイザリヤ（同
23：31 - 26：32）、④ローマ（同28：16 - 31）です。
このうちピリピ（1夜だけ）とエルサレム（3日間）
は極めて短期間でしたが、カイザリヤとローマはそ
れぞれ約2年間の長期間となりました。従って、執
筆場所として考えられるのは、カイザリヤとローマ
ですが、カイザリヤではパウロの命を狙うユダヤ人
たちの陰謀があり、自由に伝道出来る状況ではあり
ませんでした。もう１つのローマでは、「自費で借り
た家に住み」、伝道の自由がありました。このような
点からも本書の執筆場所はローマであったとするの
が最も妥当と考えられています。本書の主題は「神
による新しい共同体」です。キリスト者がキリスト
を中心に集められるという神のご計画を示すことに
ありました。今の教会においても神のご計画によっ
て教会が１つなっていくことを願っています。パウ
ロを通して伝えたかった神の御心にかなう教会を目
指して立て上げていくためにエペソ書は大事な書で
す。そのことを感じながら読み進めていきましょう。
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２月の誕生者
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西嵜　真由美

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　人類は永遠に生きたいという願望を持っています。
私たちは、元々、愛されたい、神さまに助けてほしい、
という願望を持っています。「水母（クラゲ）」は、こ
の世の中で永遠に生きる生き物です。ではそのクラゲ
は、何のために存在しているのでしょう？クラゲを通
してアジのこどもは守られ、カメはクラゲを食べて大
きくなり、赤潮を何とかしようとしてクラゲが大量発
生し海を掃除する。このように、その存在が永遠に生
きても害がなければ、神さまはその存在を永遠にされ
るということがよくわかります。神さまは、もともと
人間も害があるものとはしていませんでした。しかし
今、人間は人としてあるべき姿ではない方向にすすん
でしまっています。そこで、私たちの存在は一体何な
のか、もう一度考えてみたいのです。神さまは自らを
犠牲にして、私たちに「生きろ。」と言われました。な
ぜでしょう？

　
　前回は、正しいことをしようとしたとき、大きな問
題が起こるという外部からの攻撃に、ネヘミヤが自分
の志を成し遂げようとする姿を見てきましたが、この
箇所は、外部からの攻撃のあとに起きた内紛について
です。
　ネヘミヤの願いは何だったのでしょう？それは、同
胞イスラエルの人たちが神さまと回復してほしかった
のです。補囚の民であったネヘミヤがペルシアの王の
献酌官になったのは、自分だけが幸せになったらよい
という、自分の願いがそこにはなかったからです。ネ
ヘミヤがそのような立場になったのは、その目的のた
めにそのようになっていった、ということです。「わた
しは彼らの不平とこれらの言葉を聞いて、非常に怒っ
た」（5：6）とあります。しかし、次（5：7）を見ると、「わ
たしは十分考えたうえで」と書いてあります。この「考
えた」ということは、「祈った」ということです。したがっ
て、ネヘミヤの怒りは感情的なものではなかったこと
がわかります。ネヘミヤが怒っていた怒りとは、不条
理に対するものではなく、目的を果たそうとするとき
に、その目的を壊そうとする力に対するものでした。
人間的な怒りであれば、「よく考える」ということはし
ません。

　何かをしようとするとき、本当に祈っていますか？
あなたの目的は何ですか？
　私たちが、自己中心に生きるというマイナスを持っ
ていたとしても、そのマイナスを払拭するほど神さま
の計画を成し遂げるのであれば、その人の存在は豊か
になるのです。「私の内にイエス・キリストが生きるん
だ！」と決心できるとき、マイナスな部分があっても
その目的のために生きようとするなら、私たちは生き
ていていいのです。私たちが神様の前に出ることをゆ
るされる理由は、神さまが造ってくださった姿に戻り、
その役割を果たそうと
するところにあるわけです。あなたは、何のために仕
事をしているのですか？それが糧を得るためならば、
奴隷と一緒です。でも、「目的」のために仕事をしてい
るなら、その結果として報酬を得るのです。目的があ
るから目標を定められるのですが、プロセスである目
標を達成したからといって他者から評価を得られるも

のではありません。ネヘミヤは、その場しのぎではなく、
自分の目的と起きている問題に対する解決をしたから
打たれなかったのです。ネヘミヤの目的は、同胞イス
ラエルの人たちの神様との回復だったので、そのため
にしなくてはいけなかったのは、人ではなく自分でし
た。祈りとみことばによる行動は、人に向けるのでは
ありません。
　同じようなことが旧約聖書にはたくさん出てきます
が、そのひとつが「モーセ」です。問題が起きたとき、
人の方法にたよるのか、神の方法にたよるのかのちが
いを言っているのです。神さまは、してはならないこ
とをモーセに言いました。それが十戒です。これを守
れば幸せになれるという条件をモーセに与えたのです。
このように書いてあるのにこれより違うものにたよろ
うとするのが、金の子牛なのです。私たちの中に金の
子牛がないか、探らなければなりません。従わないこ
とが偶像礼拝だと言っているのです。あなたは本当に
従っていますか？目的を成し遂げる力を与えるのは神
さまです。その目的のために目標を設定して、立ち上
がるのはあなたです。それをできなくさせるのは、感
情的な言葉です。ネヘミヤは感情的になっていなかっ
たから、怒ったが考えられたのです。

　愛するとは、「神さまの愛」です。本当に自分の存在
としてそれを見ていますか？あなたが任されたところ
をあなたは今本当に愛していますか？もし外圧が来た
とき、あなたはそれをやめたりしませんか？ネヘミヤ
は、不平を言う人を裁いたのでなく、人を集めて話し
始めました。大事なのは、話し始めた、ということです。
ネヘミヤは、敵国の奴隷でしたが、神さまとの回復と
いう目的のために、ひとつひとつ丁寧に接し、置かれ
た場所が例え敵国でも、そこに咲こうとしたのです。
愛したのです。今あなたが置かれている現状に、ルー
ルはありません。神さまに聞いてその行いをしなけれ
ば、いつまでも目的に達することはできません。

　これは、何を犠牲にしたか、ということです。妨害
に向き合って立ち上がることが犠牲です。成功のため
にまくのではなく、愛するもののためにまくものでな
くてはいけません。相手が憎んだなら私は愛さなけれ
ばならない、相手が裏切ったら私はもっと大切にしな
ければいけないのです。

　　神の正義は人を立てあげ、物事を解決していきま
す。なぜなら愛があるからです。しかし、私たちが行
う正義は、裁いて人を蹴落とす正義です。ですから、
私たちに正義はあり得ません。私たちが持てる正義は、
批判でしかないのです。だから私たちは、感情的に何
かをするのではなく、神の前に祈って、考えて、本当
にそれが神の御心で、その目的を果たすものであるか
どうかを考えなければいけません。

「目的に強く生きる」
～祈りと行いの伴う人生～　　　　　　　　　　ネヘミヤ5：1～19

ネヘミヤ5：1～19

目的に強く生きる～祈りと行いの伴う人生～

①神様が任せたものを本当に愛しているのか？

③　神の怒りと人間の怒り　
　　神の正義と人間の正義
　　不平か？　行いと解決か？

②　あなたは何をまいたか？


